






























































































































































































対象者 性別 年齢 病歴 受診頻度 MHAQ 生物学的製剤 投与方法
A 女 80代 10年 1ヵ月 11 エンブレル　（エタネルセプト） 　皮下注射（自己、家族）
B 女 70代 14年 2ヵ月 2 ヒュミラ　（アダリムマブ） 皮下注射（自己）
C 男 70代 10年 1ヵ月 0 オレンシア　（アバタセプト） 皮下注射（自己）
D 男 50代 2年 2ヵ月 0 シムジア　（セルトリズマブ・ペゴル） 皮下注射（看護師）
E 女 40代 10年 2週間 11 アクテムラ　（トシリズマブ） 皮下注射（看護師）
F 女 20代 4ヵ月 1ヵ月 6 シンポニー　（ゴリムマブ） 皮下注射（看護師）
G 男 70代 6年 1ヵ月 7 オレンシア　（アバタセプト） 静脈注射（医師）
H 男 50代 6年 1ヵ月 5 アクテムラ　（トシリズマブ） 静脈注射（医師）
I 男 50代 1年6ヵ月 5週間 0 シンポニー　（ゴリムマブ） 皮下注射（看護師）
J 女 60代 6年 1ヵ月 13 シンポニー　（ゴリムマブ） 皮下注射（看護師）
※１　生物学的製剤は商品名、カッコ内は一般名































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。なお、本研究の一部は、23th EAFONS East 
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